
　2010 年度のはじまりです．
　臨床施設や学校では，新人を迎え，職場に新しい息吹と希望がみなぎる季節です．この
雰囲気は，諸先輩たちにも伝わり，それぞれが新たな目標に向かって仕事を進める節目に
もなります．
　新入職員や新入生に何をいかに伝えるかは，先輩たちにとって重要な課題です．その共
通した思いには，「基礎・基本」を確実に習得して実行するとともに，目の前の様々な課
題に臨機応変な対応ができる応用能力を身につけていくために，各自が常に学ぶ姿勢をも
ち続ける力を涵養することにあります．基礎・基本とは，困難な課題に直面した時こそ立
ち戻ることができる拠り所でもあります．
　かつては，基礎と基本は異なる側面を示す用語として理解されていましたが，最近では
両者を包括した概念として整理されています．文字通り，森羅万象の土台となる知識や技
術に加え，態度が含まれています．基本とは，物事のやさしい部分ではなく，すべての行
為に重要な事柄です．そのため，基礎・基本を徳目的に教示するというよりも，あらゆる
課題を通して基礎・基本を意識することが重要になります．
　ところで，理学療法の基礎・基本とは何でしょうか．わが国の法律によれば，「身体に
障害のある者に対し，基本的動作能力の回復を図ること」と明記されています．これを実
現するために不可欠な態度，知識，技術を考える時に，古くから，関節可動域，筋力，日
常生活動作は，理学療法士にとっての 3 種の神器と言い伝えられてきました．筋力に関す
る解剖・生理学的な基礎知識，機能解剖と運動学的な解釈，筋力低下を生じる病態の理解，
筋力増強の基本的メカニズム，正確な筋力測定法，安全で効果的な筋力増強運動，筋力と
基本動作との関連づけなどは，誰よりも広く深く理解し，実行できる能力が求められます．
同時に，これらを結びつける臨床推論（クリニカルリーズニング）とコミュニケーション
能力も，極めて重要なものです．現在では，理学療法を適用できる領域と範囲は広がりを
みせていますが，それぞれに応用できる揺るぎない基礎・基本を習得していることが専門
職集団の証でもあります．
　新年度を意識し，新企画として臨床実習に不可欠な基本的技能の連載を始めました．ま
た，入門講座の理学療法学教育と FD，講座の理学療法（士）と倫理，“生きることを支援
するため”に理学療法士を天職として選択された特別寄稿には，理学療法の基礎・基本が
色濃く映し出されています．
　私たちは「この 1 年で何を創るのか」を，ともに考えてみませんか． （内山　靖）
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